
 

 

茨城町立明光中学校 令和7年5月30日 No.2 

 

 

 

 

 

５月10日（土）から14日（水）までの４泊５日で、北海道での自然体験学習が行われました。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〈学校教育目標〉 
真理を求め、正義を愛し、 
たゆまなく努力する生徒の育成 

 
   

１日目 大洗港での出港前の夕食 

 

２日目 北海道へ向かう船の操舵室見学 

 

２日目 フェリーのデッキの集合写真 

 

   

   

第２学年の職員から 

今年度のスローガン【つくっちゃオッ☆～みんなで協力して最高の思い出～】の達成に向けて、２年生の生徒達は、互いに思いやりをもちながら

協力し合うことができた班別活動、北海道の自然と触れ合うことができたラフティングやウォークラリー、多くの働く大人の姿から見られたこれ

からの自分探し、公共のマナーや時間を守れたことなど、北海道を満喫することができました。そして、生徒一人一人が成長した姿を見ることがで

きました。ご支援・ご協力をいただきました保護者の皆様並びに茨城町教育委員会の皆様に感謝申し上げます。 

 

３日目 ラフティングの様子 

 

３日目 ラフティングの様子 

 

３日目 大自然の中での昼食 

 

４日目 ジンギスカンの夕食 

 

５日目 クラーク博士像の前での集合写真 

 

５日目 千歳空港の様子 

 

生徒の感想から（原文のまま） 

・みんなと協力したり、声をかけ合ったりして、大自然を感じて思い切り楽しむことができ充実した５日間でした。 

・私がこれからの学校生活で生かしたいことは、時間を逆算して行動ができるようにしていきたいことです。 

・この船中泊を通して、自分の地元の茨城町や茨城県の良さを改めて知りたくなりました。 

・北海道以外の他県について、もっと知りたいと思うようになりました。社会の勉強を頑張ろうと思いました。 

・これからの自分の行動面をよくするためには、普段から先生や人の話をきちんと聞くようにしたいと思います。 


